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2Ra-7　　　　　 週休パタンからみた夫婦の生活時間

平田道憲( 広島大)

目的　夫婦の週休パタンが夫婦の生活時間配分に与える影響を明らかにする。同一世帯
の夫婦の生活時間のデータを用いて、共働き世帯の場合は夫婦の週休パタン、専業主婦世
帯の場合は夫の週休パタンからみた夫婦の生活時間配分を分析する。

方法　東広島市旧西条町在住の夫婦を対象とした生活時間調査を実施:1995 年12月、二
段階確率比例抽出、標本160組、有効回収数113組(70.6X)、金曜・土曜二日間の生活時間な
らびに個人・家族の属性、態度を調査。本研究では、夫が有職かつ金曜が労働日たった世
帯について分析した。

結果 （１）土曜が週休の場合、夫で9時間、妻で6時間の労働時間がなくなる。夫は家事
労働約2.5時間、自由時間約5時間増加し、妻は家事労働約4.5時間、自由時間約2.5時間増加
する。土曜が週休でない場合は労働時間が微減し、それに対応した家事労働と自由時間の
微増がみられる。専業主婦の場合、家事労働が微減し自由時間が微増する。

（２）夫婦の週休を、共働きについては「夫も妻も土曜週休なし」、「いずれか一方だけが
土曜週休（2 パタン）」、「いずれも土曜週休」、専業主婦について夫が土曜週休か否か
（２パタン）の計６パタンに分類した。

（３）妻の週休パタンが同じ場合、夫が週休である方が妻の土曜の家事労働時間は短く自由
時間は長い。夫が週休である場合の夫の土曜の家事労働時間は、妻専業でもっとも長く、
妻週休でもっとも短い。専業主婦の土曜の家事労働時間は減少はするが、時間量そのもの
は共働き妻よりも長い。このことを反映して、自由時間も長いとはいえない。

2Ra －8 家 事 の 伝 承 に 関 す る 一 考 察

○井上えり子゛ 水島かな江**    （* 神戸学院女子高　、* 神゙戸松蔭女学院短大）

目的　 単身者世帯が増加しつつある現在、家事に関する知識と技能を習得することは個々人

にとって重要な課題である。しかし家事がどのような方法で次世代に伝えられるのかは、十

分に検討されてはいない。本研究ではおもに中年女性を対象として、家庭科教育で取り上げ

られているような基礎的な家事の知識と技能がどのようにして伝承されているのかを検討

する。

方法　1996 年７月上旬～９月上旬および12 月中句に、神戸市内の女子高校生と女子短大生

261 人の母親、祖母、おばを対象として、質問紙に基づく生徒によるインタビュー調査を行

なった。回収率は88.1% 、有効票は230 であった。おもな調査内容は衣食住保育に関する基

本的な家事19 項目であり、各々について「母親から教わった」、「学校で学んだ」など、

どのようにして習得したかをたずねた。加えて「よく作る料理」や「衣服の購入方法」など

について、どのようなことに留意し、どう学んだかを自由記述で調査した。

結果　 家事の種類によって次のような伝承のパターンがあった。主として①母親、②母親と

本・雑誌・説明書、③母親と学校、④母親と病院、⑤本・雑誌・説明書である。各パターン

の具体的な内容は以下のとおりである。①は「お米のとぎ方」など基本的な調理、②はF親

子どんぶりjなどの調理、③は「ボタンつけ」などの基礎的な裁縫、④は「おむつの替え方」

などの育児、⑤は「洗濯機の使い方」や「幼児服の作り方」などである。
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